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創
設
者
が
発
刊
し
た
広
報
紙「
光
明
」は

昭
和
54
年
の
初
版
か
ら
全
１
６
６
号

そ
こ
に
は
戦
中
戦
後
を
経
験
し
た
生
の
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る

「
戦
後
の
復
興
は
児
童
の
養
育
か
ら
」と
一
念
発
起
し

2
本
の
銀
杏
の
木
の
下
に
光
明
保
育
園
は
産
声
を
上
げ
た

そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は　

見
返
り
を
求
め
な
い

沢
山
の
人
の
善
意
が
あ
っ
た

昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い

人
は
生
ま
れ
て
か
ら
社
会
と
関
わ
り
な
が
ら
過
ご
す　

家
族　

ご
近
所
さ
ん　

友
人　

同
僚　

新
た
な
挑
戦
の
時　

困
難
を
乗
り
越
え
る
時　

常
に
人
は
誰
か
と
繋
が
り　

助
け
合
い

そ
の
中
で
生
き
て
い
く

法
人
理
念　

ゆ
り
か
ご
か
ら
天
国
ま
で

保
育　

高
齢　

障
害　

法
人
は
ひ
と
つ

地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ　

こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も

あ
た
り
ま
え
の
毎
日
に
感
謝
し
な
が
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ  

誰
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
世
界
へ
⑧

誰
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
世
界
へ
⑧

法
人
は
ひ
と
つ

法
人
は
ひ
と
つ

  

社
会
福
祉
法
人
多
摩
養
育
園

　
　 

理
事
長
　
足
利
正
哲
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特 集

生命のつながり

地域のためにできること

スリランカとの交流保育園からこども園へ

地域とともに

外国人技能実習生近況報告

SDGｓ　未来のためにできること

未
来
へ
連
携
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SDGｓ教室

リコージャパン㈱

ロスフラワー

（有）ヒラノ花店

ゴミ投入体験

戸吹清掃事業所

こども園スタート
光明第三、第四、第七、第八保育園は、令和５年度より

「幼保連携型認定こども園」としてスタートしました。
３月２８日全園の子ども達と一緒に新園名のお披露目会
を開催。園歌や館銘板も一新。職員も「保育士から保
育教諭」と職名変更しました。
地域の子育て家庭へ、幅広い支援の展開を進めて参ります。

インドネシアから３名の技能実習生を迎えて４か月。
実習生たちは、慣れない生活環境の中、目的である
介護技術の習得に向け日本語の勉強、施設での実習
や行事参加など積極的に取り組んでいます。

地域の外国人交流行事参加
八王子市川口地区で、日本人と外国人が交流する「にほんごかわぐち」
に町会のお誘いで参加。コロンビア、ガーナ、フィリピン、ベトナムの方々
と交流し、親交を深めました。

光明楢原　サタデーマーケット開催
コロナ禍の中、地域の人と繋がりたいと始めた隔月開催の

「サタデーマーケット」。回数を重ねるごとに、訪れる方々が増え
てきました。楢の里の入居者様、光明第三こども園の園児や保護
者様、そして地域の方々みんなが笑顔。人と人とのふれあいの大
切さを改めて感じます。今年は、奇数月第四土曜日に開催予定です。
詳細は楢の里へ　☎０４２－６２２－６７７７

２０３０年までに国際社会が取り組むべき「持続可能な開発目標」ＳＤＧｓ。
ＳＤＧｓ目標３「すべての人が健康で幸せな生活を送れるようにする」は、法人
理念そのものです。
今日を明日に 繋 げ

より良い未来を創るため、当法人では、
地域や企業の皆様とも協力して取り組
んでいます。

多摩養育園では全施設で、福祉なんでも相談
を実施。
電話でも直接来訪でも大丈夫。お一人で悩ま
ずにお近くの施設へお気軽にご相談ください。

正明桜の生命の継承
創設者が植樹し、長年入居者様を見守ってきた「正明桜」。精華改築
に伴い伐採することに。その命を悼み新たな地に挿し木をし、この春
６０本ほどの細枝に可憐な花が咲きました。生まれ変わった正明桜が、
共に成長していく事を願っています。

新スリランカ大使ご来臨
１月１７日、Ｅ . ロドニー・Ｍ・ペレラ駐日スリ
ランカ大使と雅子夫人をお迎えしました。歓迎
セレモニーにご出席後、光明ビルと光明第一保
育園をご見学され、子ども達からの「アユボワン」
の挨拶に笑顔でお応えくださいました。大使閣
下より、「憎しみは憎しみによって止むことなく、
愛によって止む」と、平和を願うお話をいただ
きました。

こども英会話教室スタート！！
スリランカ大使令夫人のご厚意により、
こども英会話教室が、４月１０日に光明
第一、第二、高倉保育園で開講しました。
各園月２回のレッスンを受け、英語へ
の興味を深めていきます。

スリランカよりお釈迦様請来
３月１３日、リオンロイヤル社長シャーン
タ ウィクラマシンハ様より、当法人にス
リランカのお釈迦様をご寄贈いただき、
子どもたちと一緒に多摩養育園のご本尊
様になるお釈迦様をお迎えしました。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
新
し
い
未
来
の
扉
が
開
き
始
め
て
い
ま
す
。
今
年
度

か
ら
保
育
部
は
、「
光
明
の
保
育
課
」、
施
設
部
は
「
そ
の
人
ら
し
い
人
生

課
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。
明
る
い
未
来
の
構
築
に
向
け
、
地
域
と

連
携
し
て
い
き
ま
す
。
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多
摩
養
育
園
で
、
楽
し
く
一
緒
に
働
い
て
く
れ

る
仲
間
を
大
募
集
！！
。
小
さ
な
お
子
様
が
い
て

も
大
丈
夫
！
途
中
入
職
も
可
能
で
す
。
お
気
軽

に
ご
連
絡
下
さ
い
。
連
絡
先
：
多
摩
養
育
園
法

人
本
部　
小
田
（
０
４
２
‐
６
２
３
‐
３
３
８
８
）

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
２
８
７
，６
８
１

円
の
募
金
が
集
ま
り
、
駐
日
ス
リ
ラ
ン
カ

大
使
へ
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。
ス
リ
ラ

ン
カ
の
皆
さ
ま
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

4
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年長児が命の大切さを知る

（
令
和
５
年
２
月
〜
４
月
）

１.  重点項目

２.  企画広報室

３.  経営改革室

４.  管理部

５.  事業部　その人らしい人生課

６.  事業部　光明の保育課

い
の
ち
の
お
話	

２
月

辞
令
交
付
式	

３
月
30
日

卒
業
坐
禅	

３
月
８
日

法
人
一
斉
避
難
訓
練	

３
月
10
日

お
花
見
会	

4
月
１
日

新
年
度
開
始
式	

4
月
１
日

新
入
職
員
研
修	

４
月
13
日

花
ま
つ
り	

4
月
８
日

入
園
式	

4
月
１
日
〜
４
日

卒
業
式	

３
月
18
日
〜
22
日

働
く
仲
間
を
大
募
集
！

ス
リ
ラ
ン
カ
経
済
危
機
募
金

ト
ピ
ッ
ク
ス

令和５年度



 

「
光
明
」
④

連
載

 
光
明
第
二
保
育
園
の
誕
生　

前
史
そ
の
一  

　

光
明
保
育
園
（
後
の
第
一
）
が
誕
生
し
た

頃
、
近
隣
の
住
民
や
、
同
じ
僧
侶
の
面
々
が

や
っ
て
き
た
。「
皆
様
も
ど
う
ぞ
保
育
園
を

開
い
て
近
隣
の
働
く
母
を
助
け
、
ま
た
、
幼

児
を
守
っ
て
や
っ
て
下
さ
い
。
こ
う
云
う
施

設
は
各
町
内
に
あ
っ
て
い
ゝ
、
沢
山
あ
る
程

皆
様
の
お
役
に
立
つ
。」
と
す
す
め
た
が
、
そ

の
時
正
明
の
本
籍
地
、
小
金
井
町
の
同
宗
の

住
職
も
や
っ
て
き
て
い
て
、「
こ
ち
ら
は
焼
跡

と
は
云
い
、市
街
の
真
中
だ
か
ら
、い
ゝ
。我
々

農
村
で
は
、
檀
家
が
点
在
し
て
い
て
、
到
底

多
数
の
幼
児
は
集
め
ら
れ
な
い
。」
と
云
う

の
で
、
そ
れ
で
は
、「
先
ず
隗
（
か
い
）
よ
り

は
じ
め
よ
。」
だ
。
わ
た
し
が
や
ろ
う
と
、
正

明
は
小
金
井
町
貫
井
（
今
の
貫
井
南
町
一
丁

目
）
栗
林
の
真
っ
只
中
に
、
千
手
院
と
云
う

寺
が
あ
り
、
昔
か
ら
檀
家
が
一
軒
も
な
い
か

ら
、
住
職
は
他
と
兼
務
で
無
住
な
の
だ
か
ら

常
在
し
な
い
。

　

そ
こ
の
本
堂
を
仮
園
舎
と
し
て
準
備
し
、

広
大
な
栗
林
の
下
を
園
庭
と
し
て
開
園
を
広

告
し
、
募
集
し
た
ら
、
そ
れ
で
も
二
、
三
十

名
集
ま
っ
た
。
開
園
式
に
は
町
で
は
じ
め
て

置
か
れ
た
社
会
課
の
課
長
に
就
任
し
た
、
元

小
学
校
の
教
頭
の
鈴
木
誠
一
氏
（
後
の
市
長
）

が
来
臨
さ
れ
て
、
心
か
ら
お
祝
い
を
し
て
下

さ
っ
た
。

（「
光
明
」第
160
号
平
成
9
年
11
月
15
日
よ
り
転
載
）

題
字
・
表
紙
写
真
　
足
利
正
哲

編
集
後
記

最
近
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
い
え
ば
、
ワ
ー
ル
ド
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）。

日
本
代
表
が
14
年
振
り
に
優
勝
。
こ
ん
な
映
画
の

よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
ん
だ
と
、
見
て
い
た

人
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の

影
響
は
大
き
く
、
保
育
園
で
も
子
ど
も
達
が
廃
材

で
バ
ッ
ト
と
ボ
ー
ル
を
作
り
、
に
わ
か
野
球
チ
ー

ム
を
結
成
。
日
を
追
う
ご
と
に
野
球
が
上
手
く
な
っ

て
い
ま
す
。
改
め
て
、
大
人
が
夢
を
追
っ
て
楽
し

む
姿
を
子
ど
も
に
見
せ
る
事
の
大
切
さ
を
、
実
感

さ
せ
て
も
ら
っ
た
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
し
た
。
未
来
の
大
谷

選
手
が
生
ま
れ
る
日
も
そ
う
遠
く
は
な
さ
そ
う
で

す
。�

�

広
報
紙
編
集
委
員
会

精
華
改
築
工
事
が
、
1
月
よ
り
本
格
的
に
動

き
出
し
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
管
理
棟

の
解
体
と
同
時
に
、
旧
多
摩
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
跡
地
に
建
築
が
始
ま
り
ま
し
た
。
入
居
者

様
が
、
地
域
と
共
に
自
分
ら
し
く
生
活
で
き

る
施
設
づ
く
り
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

入
居
者
様
は
完
成
を
楽

し
み
に
、
日
々
工
事
を

見
守
っ
て
お
り
ま
す
。

  

第
76
回
　
創
立
記
念
日
祝
賀
会

  

波
多
野
会
長
　
あ
り
が
と
う

  

精
華
改
築
進
捗
報
告

創
立
記
念
日
で
あ
る
４
月
17
日
、
光
明
ホ
ー
ル
に

て
式
典
を
開
催
。
リ
オ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
社
長
シ
ャ
ー

ン
タ
氏
よ
り
、
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
ス
リ
ラ
ン
カ

仏
を
ス
リ
ラ
ン
カ
大
菩
提
会
会
長
で
あ
ら
れ
る
パ

ナ
ガ
ラ
・
ウ
パ
テ
ィ
ッ
サ
大
僧
正
に
開
眼
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
多
摩
養
育
園
の
ご
本
尊
と
し
て

ご
利
用
者
様
、
園
児
、
職
員
を
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
地
域
の
大
き
な
家
と
な
り
、

皆
様
と
共
に
歩
ん
で
参
り
ま
す
。

八
王
子
元
市
長
で
あ
り
、
多
摩
養
育
園
後
援
会
長

を
長
年
お
勤
め
い
た
だ
き
ま
し
た
波
多
野
重
雄
氏

が
、
４
月
14
日
97
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

波
多
野
氏
は
当
法
人
創
設
者
と
親
交
も
厚
く
、

長
き
に
亘
り
法
人
の
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
一
同
で
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福

を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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ウパティッサ大僧正ご挨拶

物故者追悼供養感謝表彰

スリランカ仏開眼式


